
由布市立東庄内小学校
田口教諭の実践報告等を聞
いた後、持参した資料を基に
①自校の取組の報告
②検証・改善の取組方策
について、それぞれのグ
ループが活発に協議を行って
いました。

【感想（一部抜粋）】
研究主題を設定する際に、様々なデータを
分析して、学校の教育目標や育成を目指す
資質・能力と連動させながら考えていくな
ど、過程を改めて整理できた。
今後も検証・改善に取り組んでいきたい。
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由布市立 東庄内小学校 実践報告より

目指す子どもの姿
教室に掲示し、児童とも共通理解

５年生



【協議・演習「１単位時間の授業づくりについて」】第５学年 算数科 体積の授業
発表の場面で「根拠をもとに説明できる子どもを育成」するためにはどのような授業展開にすればよかったでしょうか？

【各グループの協議・演習シートより（上記の協議シート赤枠部分を抜粋）】 

➢ 先生が説明するのではなく、児童が説明できる場を与えなければならない。 
➢ 他の児童に説明してもらう等、みんなで根拠をつくり上げていくことが大事。 
➢ 児童の発言内容について、「どうしてその数字になったのか」などと教師から問い返し、全体に広げる。
➢ ゴールを考え、授業の見通しで、既習事項を扱い説明で使う学習用語をおさえておく。
➢ 説明できる子どもの育成を目指すのならば、低学年から説明することの積み重ねが大切。
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